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論文要旨： 

臓器の生理・生化学的性質を利用した「機能画像」のひとつである 18F-FDG-PET/CT（以下 PET-CT）は

口腔癌診療において、ステージングや再発・転移診断、治療効果判定など必須のモダリティである。本

研究では、表在癌を除いた臨床腫瘍径が１センチ以上の初回治療例で、治療前に同一施設で PET-CTを撮

影した口腔扁平上皮癌 52例を対象とし、PET-CT検査で得られる SUVmax値と、口腔扁平上皮癌の進行度

因子や生物学的特性および予後との関係を検討した。SUVmax 値と組織学的グレード、Ki-67 発現などの

臨床病理学的因子、また進行度因子との関係を検討した。さらに予後との関連についても検討した。そ

の結果、SUVmax の値は、T 分類やリンパ節転移、浸潤様式などの進行度因子に加えて、生物学的因子で

ある Ki-67 とも有意な関連が示された。また、全生存率には関係性が認められなかったが、無病生存率

とは有意な関係が示された。 

 

審査過程： 

1. 統計学的解析方法（多変量解析の必要性、SUVmax の閾値の設定）に関する質問がなされたが、妥当

な解答を得た。 

2. SUVmax の値に影響する因子に関する質問がなされたが、的確な解答を得た。 

3. 予防的頸部郭清などの治療戦略立案における PET-CT の意義に関する質問がなされたが、的確な解答

を得た。 

4. 今後の臨床応用に関する質問に対して、的確な解答が得られた。 

 

価値判定： 

本研究は、PET で得られる SUVmaxは腫瘍の進展度診断だけではなく、予後の推測にも有効であること

を示した。これは、近年期待されている生命予後予測や治療効果予測からの個別化医療に PET が期待で

きる可能性を示したものであり、学位論文としての価値を認める。 

 

 

 

 

 


